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全炉心をウランとプルトニウムの混合酸化物 (MOX) 燃料とする改良型沸騰水型原子炉（フル MOX-ABWR)

の建設計画が， 昨年わが国の原子力委員会から発表されだ。 MOX 燃料の利用を高めることでいつそうのウラン

資源の節約が可能になる。
フル MOX 炉心には， MOX 燃料の利用に柔軟に対応できる炉l叫＼性能と高い経済性が求められている。 当社は，

永年にわだり研究開発してきだ MOX 燃料炉l叫＼技術とウラン燃料炉心での豊富な実績に基づき， 最適なフル MOX

炉l喝＼設計を提案する。 当社のフル MOX-ABWR 炉l叫＼設計は， MOX 燃料の特質を考慮しても現行 ABWR のプ
ラント ・ 炉l叫＼基本仕様を変更することなく， 現行の炉心と同等の炉心性能をもつように開発されている。

The Japan Atomic Energy C ommission has announced the construction plan for an advanced boiling-water reactor (ABWR)
with a full MOX (mixed oxide) core instead of ATR. Increased MOX fuel utilization will result in meater savinas of in greater savings of uranium ore.

A full MOX core for a power plant requires flexibility in MOX fuel utilization, steadiness, and economical operation. We have 
proposed the optimum full MOX core design for an ABWR based on the MOX fuel and core technologies that we have developed 
over a period of many years, as well as our considerable experience in uranium fuel and cores. Our full MOX core design for 
an ABWR has good core characteristics and safety performance with no change in the basic design specifications of the current 
ABWR. 

闘まえがき 匿 匡 国

1995年8月， 原子力委貝会は新型転換炉(ATR)実証炉

の建設計画の見直し を決定し， 代替として フ ルMOX_

ABWRの建設計画を発表した。ATRは使用済燃料を再処

理して得られるプルトニウムを燃料とする原子炉で， 今回

経済性の理山に より見直しに至ったが， 原子燃料リサイク

ル計画上， フルMOX-ABWRはATRの役割を代替できる

と の判断がなされたものである。

わが国では， ウラン沢源の有効利用とエネルギーセキュ

リティ確保の観点から ， 段階的に軽水炉でのプルトニウム

利用（プルサーマル）計画を進めている。90年代後半からは

稼働中の原子力発龍所数基で、 取替燃料の1/3程度までを

ウランとプルトニウムの混合酸化物(MOX)燃料とする実用

規模利用が検討されてい る。

フルMOX炉心は， MOX燃料自体の設計は実用規模利用

計画と同じであるが， 炉心内のすべてをMOX燃料とすると

ころに大きな特徴がある。原子炉ー機当たりのプルトニウ
ム利用祉は実用規模利用の約3倍， ATRの 約2倍強と な

る。 全炉心をMOX燃料とすることによる炉心特性， 安全性

への影牌については検討が必要である。

以下に， 沸騰水型原子炉(BWR)での MOX燃料利用に

ついて概説した後， 当社のフルMOX-ABWR炉心の設計の

考えかた、 設計案 ， お よびその特性について紹介する。
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図l. MOX燃料装荷による炉心特性への影幽 MOX燃料の特性
を考應した適切な対応により ， その影靭は排除できる。
Influence on core characteristics due to MOX fuel 

日 BWR における MOX 燃料利用

2.1 MOX燃料
ウラン燃料は初期に核分裂性の U235 を約 3 ％含んでおり

他は核分裂を起こさない U238 である。燃焼の過程で． U235

は滅少し． 一部の U238 は中性子を吸収しプルトニウムに変

67 










